
留学先大学：  

留学先での所属学部・研究科：  

留学先での在籍身分：  

留学期間：    年   月～  年 月

神戸大学での所属学部・研究科：

学年（出発時）：

本報告書記入日：        年    月 日

1. 出発前について

1-1. 交換留学以前に海外留学の経験はありますか。 
はい      いいえ

「はい」と答えた方は，留学先及び留学期間についてご記入ください。

 ＜国名＞                ＜期間＞   

1-2. 交換留学プログラムを最初にどのように知りましたか。 
□国際教育総合センターの教員 □所属学部・研究科の教員 □友人

□以前に参加した先輩 □所属学部・研究科の掲示板 □神戸大学のホームページ

□留学フェア □その他（具体的に）

1-3. この交換留学プログラムに参加した動機を教えてください。最もよく当てはまる動機を「４つ」選び， 
１～４まで順位を付けてください。（１：最も強い動機）

  学術的な目的（研究を深める等）     地理的な条件が良い

  語学力の向上     旅行ができる

  将来のキャリアのため（就職に役立つ等）    プログラムの時期が良い

  家族のバックグラウンドと関係がある     プログラムの期間が良い

  異文化体験    経費が安い

  個人的理由    その他（具体的に）  

1-4. VISAについて

VISAの種類：

申請先：  

必要日数： 

VISA取得にかかった費用：         
VISA申請のためにどのような書類の提出を求められましたか。どのように準備しましたか。 
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1-5   出発前に必要とされた予防接種の種類・回数・費用 

1-6. その他に必要だった手続き，方法，料金等 

2. 留学先到着後の手続きについて

2-1. 到着時について 
利用航空会社：  

利用旅行会社（航空券の手配をした会社）：  

留学先大学最寄り空港名：                    空港

空港到着時間：         時頃

空港からの移動手段：□大学手配の出迎え □知人の出迎え □公共交通機関 バス，鉄道 □タクシー

□その他（具体的に）

移動の所要時間・料金：   分，  

空港からの移動の際の注意点：

2-2. 留学生向けオリエンテーションについて 
オリエンテーションの有無：□有り □無し

参加について：□必須 □任意参加

参加費用：□無料 □有料（金額：  ）

内容について記入してください。

2-4. その他，渡航してから必要な手続きについて 
現地で滞在許可書申請は必要ですか。必要な場合，申請方法，料金，取得に係る日数等を記入してください。

その他現地でした手続きは？（健康診断，予防接種等）有れば，方法，料金等を記入してください。

3. 語学力向上のためのコースについて

3-1. 語学力の向上のために，大学等のコースに参加しましたか。参加した場合，大学（語学学校）名，コース名，

料金，期間等を記入してください。
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留学先大学：  

留学先での所属学部・研究科：  

留学先での在籍身分：  

留学期間：    年   月～  年 月

神戸大学での所属学部・研究科：

学年（出発時）：

本報告書記入日：        年    月 日

出発前

どのように情報を集めましたか。参考になる本やホームページがあれば，記入してください。

住居について   

・住居のタイプ：□大学寮 □アパート □ホストファミリー □その他（具体的に）

住居（寮，アパート）の名前：

・部屋の種類：□一人部屋 □二人部屋 □その他（具体的に）

・ルームメイト：□現地学生 □留学生（出身国： ） □その他（具体的に）   

・どのように探しましたか。：□大学の斡旋 □自分で探した □その他（具体的に）

・大学までの通学時間・手段： 分，

・住居の周りの環境はどうですか。：

・毎日の食事はどうしていますか。：

・住居は渡航前に，または渡航後すぐにみつかりましたか。トラブルはありませんでしたか。：

大学の授業について

1. 履修登録について

・履修登録の時期：□出発前 □到着後

・履修登録の方法：□On-line □International Office等の仲介 □その他（具体的に）

・登録時に留学生として優先・配慮されることはありましたか。：□無し □有り

・優先・配慮があった場合，具体的に教えてください。

・希望通りの授業が履修できましたか。：□はい □いいえ

・希望通りの授業が履修できなかった場合，その理由を教えてください。
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２．現在までに，履修している授業について記入してください。

No. コース名 教授名 時間数

／週

留学先

での単

位数

履修し

ている

学生数

予習，復習，テスト等についてアドバイスも

含めて教えてください。

１

２

３

４

５

６

７

８

９

１０

３．授業（カリキュラム等）について クラスのサイズ、成績評価、現地学生の取り組み等

一週間のスケジュール （授業時間，課外活動等，毎日の生活を記入してください。）  

月 火 水 木 金 土 日

8:00 
9:00 

 10:00 
 11:00 
 12:00 
 13:00 
 14:00 
 15:00 
 16:00 
 17:00 
 18:00 
 19:00 
 20:00 
 21:00 
 22:00 

koryu2
タイプライターテキスト
（現地語・和訳）

koryu2
タイプライターテキスト

koryu2
タイプライターテキスト
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現在までの感想 自由に記入してください。(800字～) 
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	fill_1_5: 　留学をする前に自分が思い描いていたものと実際の留学生活はかなり違いましたが、そのギャップも含めて、恵まれた環境で充実した留学生活を送れていると思います。しかし、来タームをさらに充実したものにさせるために、勉強面・生活面の両方でさらに努力が必要だと感じています。
　今タームは正直新しい環境、主に英語を使ってでの生活ということに苦しみました。留学準備の時点で自分が思う以上に語学力を伸ばしておかなければならなかったと感じています。自分の英語ができないことでまず苦労したのは、友達作りです。授業が始まる前のウェルカムウィークには、特に留学生に向けては多くのイベントがキャンパスの至る所で行われています。そのようなイベントには積極的に参加しましたが、そのイベントで会った人と会話を続けるということが難しく、何より言いたいことが言えない、相手が何を言っているのが分からないから返答しようがないという状況に多く遭遇し、悔しい思いをしました。その結果思うように友達ができず、最初の１，２週間はそのことで悩みました。しかし現在では、一緒に授業を受けたり、街に出かけたりする友達もでき、授業以外の時間でもこちらでの生活を楽しめています。イベントやソサエティ（サークルのようなもの）に進んで参加する積極性を失わないことが大切だと思いました。
　さらに苦労したのが、授業やセミナーにおいてです。教授の言っていることや学生が議論していることに付いていけない結果、取り残されてしまう。そのような状況が続きました。イギリス英語というのは日本人が慣れているアメリカ英語とは発音・アクセント面において想像以上に違います。自分自身、イギリスの学生との交流イベントに参加したことがあったため、多少は慣れているつもりでしたが、やはり難しかったです。しかしこれに関しても、教授やセミナーリーダーに正直に相談すると、授業スライドやセミナーでの論点を事前に知らせてもらえたり、疑問点に関しても親身に対応してくれたります。加えて、授業内容を質問することができる友達もできたため、この状況は多少なりは改善しましたが、未だに苦労している点です。こちらで勉強している学問領域（カルチュラルスタディーズ、メディア論、映画学など）は自分自身非常に関心が深く、日本では得られないような深い学びを得られていると感じています。しかし、まだまだ英語の壁で遮られている面も大きいので、来タームに向けて、冬季休暇期間に英語力を高め、より大きな学びを得れるよう頑張ろうと思っています。
　一週間の生活は、ほとんどと言っては大げさかもしれませんが、予習復習、さらにエッセイの準備などに時間を費やしています。こちらの授業(Module)は講義(Lecture)とセミナー(Seminar)に分かれおり、講義を受け、さらにリーディングをしたうえでセミナーを受けるというのがワンセットになっています。リーディング課題は毎週何十ページと出されるため、最初の頃は時間もかかり、リーディングをこなすのが主に時間を消費する原因となっていました。今では読むスピードが上がったというのと慣れもあり、効率的にリーディングをこなすことができるようになりました。その空いた時間で友達とカフェに行って話したり、週末に旅行に出かけたりしています。勉強での疲れを発散させるために、キャンパス内にあるクラブに行くこともたまにあります。
　ケント大学は施設面でも充実しており、年会費を払えばかなり充実したジムに通うことができたり、先に述べたようにキャンパス内にクラブがあったり、レストランやバーなども数多くあります。特に図書館は最近リニューアルされて非常に広々としていて綺麗です。図書館には数多くの参考文献が所蔵されており、さらにオンラインではアカデミックジャーナルなどの記事を閲覧することができ、専門分野の知識をかなり深めることができます。また、図書館は24時間空いているため、レポートやテストが迫った時期は日中はもちろん、夜中も多くの学生が勉強しています。それ以外の時期でも、図書館は学生の活気で溢れているので、非常にいい刺激を受けながら勉強に励むことができます。また、大学の寮はすべてキャンパス内にあるので、徒歩で通学しています。授業開始の10分前に出れば間に合うので、非常に便利です。また私が住んでいる寮(Park Wood)は少しキャンパスの中心からは離れているのですが、周りが森で囲まれていて、リスやウサギはもちろん、ハリネズミも見つけることができました。自然豊かで静かな非常に良い所です。
　ケント大学が位置するカンタベリーは、落ち着いてはいるものの、学生の街と言うこともあり、活気溢れるにぎやかな街です。中心街(普段はcity centerと呼んでいます)へは大学からバスを使っていくことができます。中心街には多くのスーパーや衣料品店、カフェ、レストランがあるため、何不自由なく生活することができます。アジアンマーケットや日本食レストランもあるので、食に関しても困ったことは今のところそんなにありません。最近では、寮のハウスメイトと毎回違うカフェに行って、その店ごとのコーヒーを飲みながら勉強するというのをよくしています。また、カンタベリーはロンドンからもそれほど遠くなく、電車を使えば1時間弱、バスでも約2時間くらいの距離なので、日帰りで十分に観光することができます。ロンドンでは観光はもちろんカンタベリーでは手に入らない食べ物（主に日本食食材）や服を買いに手軽に行くことができます。授業終わりにロンドンで行われるライブに行ったり、土日に開催されるイベントに行ったりもしました。イギリス一番の大都市ロンドンが近いというのはとても大きいと思いました。そしてなによりカンタベリーは天気がいいです。イギリスと言えば雨や曇りのイメージですが、一週間のうちのほとんどが快晴です。個人的に天気が良い方が好きなので、意外でしたが嬉しかったことの一つです。
　以上が現在の感想です。留学生活も残り来タームだけだと思うとあっという間に時間が過ぎて行っているのを感じ、まだまだ思うような収穫を得れていないことに焦りを感じていますが、これまで以上に充実した留学生活を送れるよう、残りの期間を過ごしていこうと思います。
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